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2020年度日本鉱物科学会賞第24回受賞者 
 
受賞者：三河内 岳 会員（東京大学総合研究博物館研究部） 
受賞題目：地球外物質の鉱物学的研究による太陽系における天体進化プロセスの解明 
 
  

授賞理由 
 三河内岳会員は太陽系における天体進化プロセスの解明を目指して各種の地球外物質の鉱物学的研究を行
い，国際的な活躍を続けている。その中でも，特に同氏が研究対象としてきたのは隕石である。三河内会員は，
多種類の隕石を主に電子顕微鏡，電子マイクロプローブアナライザー，放射光Ｘ線などの微小領域分析を用い
て研究し，さらに室内再現実験も組み合せることで，各隕石の形成環境の解明を行い，天体進化を議論してき
た。火星隕石の多くは玄武岩質の集積岩だが，結晶化実験の結果，一部の試料が親マグマから直接，急冷・結
晶化した可能性を指摘し，火星マントルの部分溶融液との関連性を議論し，ナクライト火星隕石については，
すべての試料が一つの火成岩体の異なった深度を起源とするモデルを提唱した。また、火星隕石に含まれるカ
ンラン石の着色原因が10−20 nmの金属鉄などのナノ粒子によることを見出し，衝撃実験によって，これらが
40 GPa以上の衝撃変成により形成されることを示している。隕石中の未知鉱物を同定するために，SEMに付属
したEBSDを用いることを隕石研究の分野では先駆的に導入しており，これまでにdmitryivanoviteやkushiroite
などの新鉱物を発見している。同氏の研究対象は隕石だけにとどまらず，NASAの Stardust探査機が地球に持

ち帰った Wild 2彗星塵や JAXAはやぶさ探査機が持ち帰った小惑星イトカワ塵の分析には初期分析チームや国際公募採択によって精
力的に携わってきており，はやぶさ２探査機が回収したリュウグウ試料の初期分析チームでも重要な役割を担っている。同氏は、太陽
系形成初期の情報を保持する炭素質コンドライト隕石から，原始惑星を起源とすると考えられるユレイライトやアングライトなどの分
化隕石までの幅広い時間軸・空間軸をカバーする試料を研究しており，天体進化プロセスの一連の流れに注目して重要な業績を挙げて
きた。 
  以上のように，三河内会員は，幅広い地球外物質を対象に，微小領域の鉱物学的分析から得られる情報をもとに研究を実施しており，
原始太陽系星雲でのダスト凝縮から始まり火星でのマグマ岩体形成までに至る約40億年の太陽系天体進化過程において多くの重要な発
見を行なってきた。今後も，鉱物学の知見を駆使し，はやぶさ２小惑星探査機によるリュウグウ試料サンプルリターンから始まる新し
い地球外物質科学の時代においても大いに力を発揮することが期待される。日本鉱物科学会ではこれらの成果を認め，三河内会員に2020
年度日本鉱物科学会賞を授与するものである。  
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